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諸先輩方が紡いできたつくば青年会議所は、ついに創立４０周年を迎え、その長い歴史

の中、様々な運動展開を行い地域の発展に寄与してきました。特にこの２年間は新型コロ

ナウイルス感染拡大という脅威の中でも変わることなく、若いリーダーの輩出や社会貢献

に目を向け続け、創意工夫により新たな活動の可能性を見出し、様々な挑戦を行って参り

ました。そして地域から社会に必要な組織と認められ、更なる活躍を求められております。 

まず必要なのは、青年会議所でしか実現できないもの、提供できないものを今後も生み

出していくことです。そのためには、これまで築き上げられてきた堅実な組織基盤を継承

し、更なる組織の活性化を目指すことが重要です。組織が活性化すれば、新たな意見や経

験の共有につながり、それらは今後の革新の鍵となると考えております。次に必要なのは、

組織の縦のつながりと横のつながりの強化を図り、情報共有や相談が委員会の垣根を越え

て容易に行える組織体制の構築です。一人で悩むことは、本人にも組織にもマイナスな結

果に陥ってしまいがちです。風通しの良い組織にすることで議論の活性化につながり、よ

り良い活動に向かっていくことと思います。事務局では、メンバー全員の連絡事項の統括、

そのために必要な連絡先の迅速な更新等を重要と考え、組織の橋渡し役として皆を支えて

参ります。そこで皆から得られた意見を基に工夫を凝らし、理事会運営の円滑化や、物品

管理の徹底にも努めて参ります。通常総会も、つくば青年会議所が地域の革新の中心とな

り、更なる活性化、躍進を目指していく決意を全面に発信できる設えにして参ります。  

これまで受け継いできたものの大きさを実感し、それらを糧に革新へと向かう時、つく

ば青年会議所は無限大の可能性を生み出すことができる組織に変貌していきます。その姿

こそが、今後の多様性あるつくばの未来を切り開くリーダー像へとつながるのです。  

１．組織運営、管理  

２．総会、理事会、スタッフ会議等の設営及び運営並びに資料作成、議案の精査  

３．会員への連絡事項の総括、メーリングリストの管理  

４．ＬＯＭ備品の管理  

職務分掌  


